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受動素子である 3 種のセンサおよび能動素子の DC モータを用いることで自動車制御の入出力を行
う．また，マイコン部分には Arduinoを用いる．以下，使用した電子機器の原理を記述していく． 
2.1 Arduino 
 Arduino（アルディーノ）とは，マイコン本体が搭載されたハードの Arduino ボード，および統
合開発環境であるソフトの Arduino IDEから構成された電子機器制御用のシステムである．Arduino
ボードは，Atmel 社製の AVR マイコン，デジタルおよびアナログの入出力ポートを備えた基板であ
る．また，Arduino IDEは C 言語に類似した独自のプログラミング言語を Arduino ボードに転送す
るソフトウェアである． 
 Arduinoにはいくつか種類があるが，今回は最も普及している Arduino Uno を使用する． 
2.2 センサ 
2.2.1 超音波センサ 














 ニュートンの法則 F = ma を変形すると a = F/m となる．この法則より，静止または等速直線運
動が変化している物体に力が加わると加速度が生じる．加速度センサではこの原理を用いて物体の













[ソフトウェア] Arduino IDE 
[ハードウェア] Arduino Uno，超音波センサ(HC-SR04)，フォトリフレクタ(LBR-127HLD)，加速度
センサ(KXR94-2050)，DCモータ，モーメンタリ型プッシュスイッチ，抵抗やドラ
イバなどの電子素子，車体用の工作セット(タミヤ 楽しい工作シリーズ TK162) 
3.1 ブレッドボードおよび Arduinoの配線 
 昨年度の知識をベースに電子素子の配線を行う．今回は配線の簡単化のためにブレッドボードお





 Arduino と各電子素子との配線に合わせ随時プログラミングする．Arduino は独自の言語を使用
しているが，この言語は C 言語と類似しているため C言語の知識を流用する．本プログラミング言
語の特徴として以下が挙げられる． 
1. analogRead()や digitalRead()といった独自の関数を用いる． 
2. プログラムの開始が setup()関数であり，処理完了後は loop()関数が延々と繰り返される． 
 
4. 実験結果 








図 1.1 人為的制御模型の外観 
 
 
図 1.2 自動制御模型の外観 
 
 
図 2.1 人為的制御回路 
 
 
図 2.2 自動制御回路 
 
4.2 プログラミング 






 2. フォトリフレクタで受け取った入力値を変数に代入する． 
3. 自動制御模型においては，加速度センサで受け取った入力値を変数に代入する． 



















また Arduino を用いた機械製作では，Arduino IDE 独自の入力値測定機能であるシリアルプロッ
タおよびシリアルモニタを使うことができ，センサが正常に作用することを外部素子で確認するこ
となく行えたため非常に便利であった．しかし，Arduino は複数の電子機器が組み合わさって構成
されているため，価格が PIC などの一般的なマイコンと比べて高価である．よって，Arduino など
の工学初学者用のマイコン基板セットは実験用に用い，製品を量産化する場面に安価なマイコンを
用いるべきである． 
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